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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文では1標本，2標本，多標本と乱塊法のモデルにおいて，順位検定の検出力を分布にゆが

みのある対立仮説のもとで調べ効率の高い／憤位検定を求めることを目的としている。仮説の近傍あ

るいはPi触anの漸近的相対効率によれば位置母数に対して効率の高い／頃位検定がよいこと，尺度母

数に対しては事情が異ることが示される。

　第2章では対立仮説を与える分布族のc㎝t1guityをLeC搬の基本定理を用いて証明し以後の章で

の順位検定の漸近的検出力の計算の基盤を与えている。

　第3章では五標本問題を扱いc㎝tam1nat1㎝の項が2乗で入る対立仮説に対してWi1cox㎝符号付

順位検定が局所最強力順位検定であることを示しさらに一般のc㎝ta㎜inati㎝に対しWi1coxo泌符号

付順位検定のPi倣an漸近的相対効率を求めた。その結果正規分布ヨー様分布う両側指数分布等の場

合に高い効率を持つことを明らかにした。t検定に対する漸近的相対効率はC㎝tam虹at1㎝の項が対

称分布である限りその分布に無関係となることも明らかとなった。

　第4章では2標本問題に対し一般のcont鰍i蝸ti㎝の入った対立仮説を考え煩位検定の漸近的相対

効率を求めた。ノーマルスコア検定およびWi1cox㎝検定が高い効率を持つことが数値計算等により

明らかとなった。

　第5章では尺度母数の異なる2標本問題で一般のc㎝ta㎜inati㎝の入った対立仮説を考え漸近的相

対効率を比較した結果従来のA鵬arトBrad1ey検定や符号検定は効率が低く雪正規分布や両側指数分
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布の尺度母数に対して良い検定が効率が高いことが示されている。

　第6章では第4章の結果を多標本問題に拡張している。

　第7章ではくり返しのない乱塊法のモデルにおいて処理効果に対して位置母数あるいは

C㎝ta㎜1nati㎝の入った対立仮説を考え漸近的局所検出力を求めている。その結果aug舵d順位検定

がFried㎜鋤型検定よりよいことラFriedman型検定はArders㎝検定よりよいこと，正規分布のとき

はa玉1gned順位検定はF検定とほぼ同じ検出力を持つこと等が示された。

審　　査　　の　　要　　旨

　C㎝taminati㎝の入った対立仮説に対する仮説検定の理論は実用的見地からも重要な問題である。

従来結果がきれいな形で出ないこと，理論的に取り扱いがむずかしいこと等のため分布が既知の場

合しか取り扱われていなかったが。著者はそれを分布が未知の場合に考えヨある程度理論的な取り

扱いが可能であることを示しヨ従来便われている煩位検定が多くの場合にはよいがしかし悪い場合

もあることヨその条件を明らかにした点十分に評価される。

　よってう著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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